
1 出力共通項目

an 398 M M M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・マスターＢ／Ｌ番号　３５桁

2 処理結果コード
an 75 M M M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 照会区分
an 1 M M M

入力された照会区分を出力

4 マスターＢ／Ｌ番号
an 35 M M M

入力されたマスターＢ／Ｌ番号を出力

5 船舶コード

an 9 M M M

コールサイン （１）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いる場合は、マスターＢ／Ｌ番号に対して出港前報告情報Ｄ
Ｂに登録されている船舶コードを出力
（２）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いない場合は、１欄目のハウスＢ／Ｌ番号に対して出港前報
告情報ＤＢに登録されている船舶コードを出力

6 航海番号

an 10 M M M

（１）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いる場合は、マスターＢ／Ｌ番号に対して出港前報告情報Ｄ
Ｂに登録されている航海番号を出力
（２）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いない場合は、１欄目のハウスＢ／Ｌ番号に対して出港前報
告情報ＤＢに登録されている航海番号を出力

7 船会社コード

an 4 M M M

（１）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いる場合は、マスターＢ／Ｌ番号に対して出港前報告情報Ｄ
Ｂに登録されている船会社コードを出力
（２）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いない場合は、１欄目のハウスＢ／Ｌ番号に対して出港前報
告情報ＤＢに登録されている船会社コードを出力

8 船積港コード

an 5 M M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いる場合は、マスターＢ／Ｌ番号に対して出港前報告情報Ｄ
Ｂに登録されている船積港コードを出力
（２）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いない場合は、１欄目のハウスＢ／Ｌ番号に対して出港前報
告情報ＤＢに登録されている船積港コードを出力

9 船積港枝番

an 1 C C C

（１）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いる場合は、マスターＢ／Ｌ番号に対して出港前報告情報Ｄ
Ｂに登録されている船積港枝番を出力
（２）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いない場合は、１欄目のハウスＢ／Ｌ番号に対して出港前報
告情報ＤＢに登録されている船積港枝番を出力

10 船卸港コード

an 5 M M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いる場合は、マスターＢ／Ｌ番号に対して出港前報告情報Ｄ
Ｂに登録されている船卸港コードを出力
（２）マスターＢ／Ｌ番号に対してＡＭＲ業務等が行われて
いない場合は、１欄目のハウスＢ／Ｌ番号に対して出港前報
告情報ＤＢに登録されている船卸港コードを出力

11 船卸港枝番
an 1 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている船卸港枝番を出力

12 出港予定年月日（マス
ターＢ／Ｌ）

n 8 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている出港予定年月日（ＡＭＲ業務等で入力された出港予定
年月日）を出力

13 出港予定時分（マス
ターＢ／Ｌ）

n 4 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている出港予定時分（ＡＭＲ業務等で入力された出港予定時
分）を出力

14 出港年月日（マスター
Ｂ／Ｌ）

n 8 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている出港年月日（ＡＴＤ業務で入力された出港年月日）を
出力

15 出港時分（マスターＢ
／Ｌ）

n 4 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている出港時分（ＡＴＤ業務等で入力された出港時分）を出
力

16 入港予定日（マスター
Ｂ／Ｌ） n 8 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている入港予定年月日を出力

17 出港前報告年月日（マ
スターＢ／Ｌ） n 8 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている出港前報告年月日を出力

18 出港前報告時分（マス
ターＢ／Ｌ） n 4 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている出港前報告時分を出力

19 不一致識別（マスター
Ｂ／Ｌ未登録）

an 1 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ているマスターＢ／Ｌ未登録の旨を出力
Ｍ：ＡＭＲ業務等未済、ＡＨＲ業務等済

20 不一致識別（船舶情報
不一致）

an 1 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている船舶情報不一致の旨を出力
Ｓ：マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌの船舶情報が異なる
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21 不一致識別（報告期限
超過）（マスターＢ／
Ｌ） an 1 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ている報告期限超過の旨を出力
Ｔ：報告期限超過

22 事前通知コード（オー
シャン（マスターＢ／
Ｌ）） an 3 C C C

マスターＢ／Ｌ番号に対し、出港前報告情報ＤＢに登録され
ているリスク分析結果の事前通知コードを出力

23

100

ハウスＢ／Ｌ番号

an 35 M M M

出港前報告情報ＤＢに登録されているハウスＢ／Ｌ番号を昇
順で出力

24

*

出港日時報告済識別

an 1 C M C

出港前報告情報ＤＢに登録されている出港日時報告済識別を
出力
Ｙ：出港日時報告済

25

*

不一致識別（報告期限
超過）

an 1 C M C

出港前報告情報ＤＢに登録されている報告期限超過の旨を出
力
Ｔ：報告期限超過

26

*

事前通知コード（ハウ
スＢ／Ｌ）

an 3 C C M

出港前報告情報ＤＢに登録されているリスク分析結果の事前
通知コードを出力

27

*

Ｂ／Ｌ番号変更種別

an 1 C C C

ＢＬＬ業務が行われている場合は、出港前報告情報ＤＢに登
録されているＢ／Ｌ番号変更種別を出力
１：セパレート
２：コンバイン
３：スイッチ

28

*

Ｂ／Ｌ番号変更前後識
別

an 1 M M M

ＢＬＬ業務が行われている場合は、以下を出力
Ｂ：ＢＬＬ業務により変更前Ｂ／Ｌである旨が登録されてい
る
Ａ：ＢＬＬ業務により変更後Ｂ／Ｌである旨が登録されてい
る
Ｃ：ＢＬＬ業務により変更前Ｂ／Ｌであると同時に変更後Ｂ
／Ｌである旨が登録されている
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